
医学展は医療と、若者と、地域の皆様とを繋ぐ交流の中⼼として、医療をより
⾝近に感じてもらうプロジェクトです。医学展 in 能登を通して地域が活気を
取り戻し、復興の⼀助となることを⽬指します。
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被災地に笑顔と学びを届ける医療交流プロジェクト

私たちの取り組み

活動のまとめ
本プロジェクトは、①被災後の⽣活の変化や社会的孤

⽴に対し交流と娯楽の場を提供した、②医学⽣による
地域医療⽀援の⼀環を実現した、という点で意義があ
るといえます。また、将来的な定着を⽬指し、現地病
院が主催する「病院フェス」等の地域イベントに合
流・共催する形を取り、学⽣側のマンパワーやコスト
を抑えながら、意義ある活動を⽬指しました。今回の
活動を通じ、能登の皆様の強さと温かさに触れ、私た
ち学⽣も多くの学びを得ることができました。⼀過性
のイベントで終わらせることなく、今後も医療の⼒で
復興に寄り添い続けます。今回のこのプロジェクトに
ご協⼒いただいた先⽣⽅や能登⾥⼭⾥海未来創造セン
ターの⽅々、そして何よりも医学展in能登を開催する
にあたり場所の提供や広報活動をサポートしてくだ
さった能登の⽅々に感謝申し上げます。本当にありが
とうございました。

医学展in珠洲＠珠洲こども交流館

「親⼦の活動・交流の拠点づくり」と連携し、多世代が医療に
触れる場を創出 。⾎圧測定、聴診器体験などを通じ、健診への
⼼理的ハードルの低減を試みた医療体験コーナー、縁⽇コー
ナーなどを実施。

医学展in七尾＠恵寿総合病院

「恵寿フェス」とコラボレーションし、より専⾨的な体験型展⽰を
実施 。救急救命⼠体験では 救急⾞探検やAED・BLS（⼀次救命処
置）の基本講習を実施 。看護・介護体験ではケア技術「ユマニ
チュード」の紹介や認知症VR体験、⾎糖測定を実施。


